
国
有
企
業
経
営
管
理
機
構
論
序
説

英
国
公
共
企
業
体
の
研
究

　
序

一
、
公
共
企
業
体
の
形
態
と
理
論

二
、
英
国
公
共
企
業
体
の
現
実
的
諸
側
面
（
以
上
、
前
号
所
載
）

三
、
国
家
資
本
経
営
管
理
機
構
と
し
て
の
公
共
企
業
体
（
以
下
、

四
、
総
　
　
　
括

辻

本
号
所
載
）

口禾

夫

三
　
国
家
資
本
経
営
管
理
機
構
と
し
て
の
公
共
企
業
体

　
現
実
に
見
ら
れ
る
公
失
企
業
体
は
、
そ
の
成
立
す
る
国
や
、
同
一
の
国
に
お
い
て
も
成
立
の
時
期
の
相
異
や
産
業
分
野
の
違
い
等

に
よ
っ
て
、
か
な
り
の
差
異
が
見
ら
れ
る
。
が
諸
戊
の
公
共
企
業
体
を
通
じ
て
一
般
的
に
認
め
ら
れ
う
る
共
通
の
骨
組
と
し
て
、
公

共
企
業
体
経
営
を
政
府
及
び
議
会
の
通
常
的
活
動
か
ら
分
離
自
立
化
し
、
独
立
－
採
算
の
下
に
近
代
企
業
的
な
経
営
管
理
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
「
公
的
目
的
」
を
遂
行
す
る
べ
く
「
合
理
化
」
さ
れ
た
経
営
管
理
機
構
と
い
う
性
格
が
見
ら
れ
る
。
Ｄ
．
Ｎ
．
チ
ヱ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

－
も
指
摘
し
て
い
る
様
に
、
公
共
企
業
体
形
式
を
支
持
す
る
者
が
、
こ
の
公
共
企
業
形
態
に
は
「
公
共
体
の
公
共
的
精
神
」
と
「
私

的
企
業
の
柔
軟
性
と
創
意
」
と
の
長
所
と
が
併
有
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
お
り
、
Ｗ
・
Ａ
・
ロ
ブ
ソ
ソ
に
よ
れ
ば
「
今
や
あ
ら
ゆ

　
　
　
禺
有
企
業
経
営
管
理
機
構
論
序
説
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
　
（
八
三
九
）
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一
二
〇
　
（
八
四
〇
）

る
政
党
が
商
業
的
、
産
業
的
性
格
を
も
つ
経
営
を
必
要
と
す
る
国
有
化
産
業
の
運
営
に
と
り
、
公
共
企
業
体
が
、
そ
の
適
切
な
る
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

関
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
」
の
も
、
等
し
く
右
の
公
共
企
業
経
営
管
理
機
構
の
合
理
化
的
側
面
に
依
拠
し
つ
つ
、
公
共
企
業
体
形
式

を
支
持
し
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
こ
う
し
て
、
公
共
企
業
体
は
、
「
国
有
企
業
の
管
理
方
式
に
適
用
さ
れ
る
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
の
一
つ
」
と
し
て
成
立
、
存
在
し
て
い
る

と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
一
体
に
企
業
管
理
方
式
、
管
理
機
構
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
何
を
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
近
代
的
経
営
管
理
が
組
織
上
具
体
的
存
在
と
な
る
に
至
っ
た
の
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
資
本
の
集
積
と
集
中
、
生
産
の
大
規
模
化

の
時
期
、
独
占
資
本
主
義
段
階
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
て
、
剰
余
価
値
生
産
を
絶
対
的
動
機
と
す
る
資
本
制
的
企
業
経
営
、
す
な
わ

ち
個
別
資
本
循
環
過
程
の
大
規
模
化
と
そ
の
矛
盾
の
激
化
の
時
期
で
あ
っ
た
。

　
企
業
経
営
は
、
資
本
の
運
動
と
、
そ
の
人
格
的
具
体
化
で
あ
る
資
本
家
的
実
践
と
の
統
一
的
具
体
で
あ
り
、
資
本
の
循
環
過
程
に

お
け
る
生
産
的
、
流
通
的
諾
機
能
の
統
一
が
、
経
営
に
お
け
る
そ
の
機
能
担
当
者
に
人
格
化
さ
れ
、
機
能
分
担
者
の
組
織
的
統
一
体

系
の
、
機
能
過
程
的
統
一
に
お
い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
資
本
の
集
積
と
集
中
の
進
行
、
株
式
会
杜
の
発
生
と
い
う
資
本
制
生
産
杜

会
内
部
で
の
、
生
産
の
杜
会
化
が
進
行
す
る
に
伴
い
、
所
謂
「
所
有
と
経
営
の
分
離
」
　
「
経
営
の
自
主
体
化
」
と
い
う
現
象
形
態
が

生
ず
る
。
本
来
「
資
本
家
で
あ
る
が
故
に
産
業
司
令
官
と
な
る
」
資
本
家
の
企
業
経
営
職
能
は
、
資
本
制
的
協
業
の
大
規
模
化
、
生

産
の
杜
会
化
の
発
展
に
つ
れ
て
、
そ
の
指
導
管
理
機
能
の
中
、
直
接
的
監
督
機
能
か
ら
、
ま
す
ま
す
上
層
の
経
営
管
理
機
能
ま
で
が

特
殊
専
門
経
営
者
に
委
任
さ
れ
、
分
化
、
自
立
化
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
分
化
諸
機
能
の
体
系
的
統
一
の
上
に
、
資
本
の
集
中
化

さ
れ
た
終
局
的
指
導
管
理
構
造
が
確
立
さ
れ
る
。
か
く
て
個
別
的
諾
活
動
指
導
の
一
般
的
諸
機
能
の
独
占
資
本
主
義
に
お
け
る
「
独

自
的
諾
形
態
」
と
し
て
、
そ
の
立
体
的
構
造
が
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
企
業
経
営
に
お
け
る
独
占
資
本
支
配
構
造
の
発
展
は
、



生
産
の
杜
会
的
性
格
の
発
展
に
即
応
す
る
と
こ
ろ
の
、
企
業
経
営
と
私
的
資
本
家
に
よ
る
直
接
的
所
有
と
の
分
離
　
　
現
実
の
生
産

に
お
い
て
「
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
が
い
な
く
て
も
す
む
、
と
い
う
こ
と
を
し
め
す
も
の
」
で
あ
り
、
杜
会
的
生
産
か
ら
の
「
資
本
家
そ

　
　
　
　
　
（
４
）

の
も
の
の
駆
逐
」
の
過
程
　
　
、
資
本
制
生
産
様
式
の
範
囲
内
で
の
生
産
力
の
杜
会
的
性
格
の
自
已
貫
徹
過
程
の
進
行
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
資
本
制
生
産
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
専
門
経
営
者
の
分
化
機
能
に
お
い
て
資
本
諸
機
能
が
分
化
表
現
さ
れ
て
い
る
と
同

時
に
、
こ
れ
ら
機
能
組
織
体
の
集
中
的
統
一
と
い
う
立
体
的
構
造
の
構
成
に
お
い
て
、
資
本
の
機
能
と
し
て
の
統
一
的
総
体
を
な
す

も
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
資
本
機
能
の
「
主
体
的
過
程
」
と
「
客
体
的
過
程
」
と
の
「
過
程
的
統
一
」
で
あ
る
企
業
経
営
に
内
在
す
る
諾
矛
盾
を
解

決
し
な
が
ら
、
経
鴬
過
程
の
合
理
化
、
す
な
わ
ち
資
本
機
能
の
合
理
的
遂
行
を
行
う
積
極
的
「
調
整
作
用
」
と
し
て
経
営
管
理
が
存

　
　
（
５
）

在
す
る
。
こ
の
経
営
管
理
作
用
が
、
そ
の
内
部
に
お
い
て
作
用
し
つ
つ
あ
る
資
本
機
能
の
「
過
程
的
統
一
」
が
経
営
管
理
機
構
で
あ

る
、
と
云
え
よ
う
。

　
お
よ
そ
杜
会
的
労
働
が
大
規
模
に
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
個
別
的
諾
活
動
の
組
織
と
指
導
の
「
一
般
的
諾
機
能
」
が
必
要
で
あ

る
が
、
資
本
の
生
産
過
程
と
い
う
歴
史
的
規
定
の
下
に
あ
る
杜
会
的
労
働
で
は
、
こ
の
一
般
的
諸
機
能
は
資
本
の
機
能
と
し
て
、
資

本
の
杜
会
的
労
働
過
程
に
お
け
る
不
払
労
働
の
収
奪
と
、
そ
の
収
奪
と
し
て
の
実
現
、
す
な
わ
ち
剰
余
価
値
の
生
産
と
取
得
の
機
能

と
い
う
独
自
的
特
徴
を
受
け
と
る
の
で
あ
り
、
か
く
て
資
本
の
経
営
管
理
機
構
は
、
剰
余
価
値
生
産
と
取
得
も
し
く
は
そ
の
発
展
し

た
形
態
で
の
利
潤
の
生
産
と
取
得
の
諸
機
能
の
合
理
的
遂
行
と
し
て
過
程
し
つ
つ
あ
る
、
杜
会
的
労
働
の
一
般
的
統
制
機
構
の
資
本

制
的
に
独
自
な
立
体
的
統
一
機
構
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。

　
資
本
制
生
産
様
式
の
範
囲
内
で
の
、
最
高
の
生
産
の
杜
会
化
と
云
わ
れ
る
国
有
企
業
の
企
業
管
理
機
構
は
、
私
的
資
本
の
場
合
と

　
　
　
国
有
企
業
経
営
管
理
機
構
論
序
説
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一
　
（
八
四
一
）
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二
二
一
　
（
八
四
二
）

同
様
に
、
杜
会
的
労
働
管
理
の
一
般
的
機
構
の
歴
史
的
に
独
自
の
形
態
で
あ
り
、
そ
の
被
規
定
は
国
有
企
業
の
遂
行
す
る
杜
会
的
労

働
の
歴
史
的
独
自
的
性
格
に
基
い
て
い
る
。

　
現
実
の
国
有
企
業
に
お
け
る
杜
会
的
生
産
の
諸
関
係
は
、
生
産
手
段
が
「
本
質
的
に
資
本
主
義
の
一
機
構
で
あ
り
、
資
本
家
の
国

家
で
あ
り
、
観
念
上
の
総
資
本
家
」
で
あ
る
近
代
資
本
主
義
国
家
に
所
有
せ
ら
れ
、
こ
れ
を
物
的
基
礎
と
す
る
と
こ
ろ
の
、
国
家
権

力
に
よ
る
賃
労
働
の
支
配
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

　
階
級
杜
会
の
政
治
的
上
部
構
造
と
し
て
の
国
家
は
、
本
来
「
階
級
支
配
の
機
関
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
定
の
物
的
生
産
条
件
の
所

有
者
と
直
接
的
生
産
者
と
の
直
接
的
杜
会
関
係
を
基
礎
と
し
、
　
「
杜
会
か
ら
で
て
、
し
か
も
杜
会
の
う
え
に
立
ち
、
そ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
と
お
ざ
か
っ
て
ゆ
く
」
と
こ
ろ
の
権
力
と
し
て
、
共
同
体
的
一
般
者
の
外
見
を
と
り
な
が
ら
、
実
質
的
に
は
「
も
っ
と
も
勢
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

あ
る
、
経
済
的
に
支
配
す
る
階
級
の
国
家
」
で
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

　
国
家
に
よ
る
生
産
手
段
の
所
有
は
、
形
式
的
に
は
、
杜
会
共
同
体
的
一
般
者
の
所
有
、
「
公
的
所
有
」
と
し
て
、
杜
会
的
生
産
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

の
私
的
資
本
制
的
特
性
の
止
揚
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
、
国
家
権
力
の
現
実
的
掌
握
者
で
あ
る
支
配
階
級
に
よ
る
領
有
で
あ
り
、

生
産
手
段
は
支
配
階
級
の
階
級
的
諸
目
的
を
実
現
す
る
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
国
有
企
業
に
と
っ
て
「
決
定
的
な
間
題
は
、
ど
う
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

う
種
類
の
国
家
が
所
有
し
管
理
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
　
　
　
．

　
生
産
ひ
関
係
は
、
生
産
手
段
が
誰
に
所
有
さ
れ
、
い
か
な
る
目
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
資
本
制
生
産
関

係
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
生
産
手
段
の
資
本
家
的
所
有
を
物
的
条
件
と
し
、
剰
余
価
値
の
生
産
も
し
く
は
そ
の
発
展
し
た
形
態
で
の

利
潤
の
生
産
を
規
定
的
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
の
、
賃
労
働
の
支
配
と
収
奪
の
関
係
で
あ
り
、
資
本
は
こ
の
関
係
の
物
象
的
表
現
で
あ

る
。
生
産
手
段
の
国
有
は
、
普
通
、
杜
会
的
性
格
を
も
つ
生
産
諾
力
が
、
私
的
領
有
と
の
問
に
生
ず
る
「
矛
盾
の
揚
棄
を
、
つ
ま
り



そ
れ
ら
自
身
が
そ
の
資
本
と
し
て
の
特
性
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
、
杜
会
的
生
産
請
力
と
し
て
の
そ
の
性
格
が
事
実
上
承
認
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）
（
註
）

る
こ
と
を
、
ま
す
ま
す
つ
よ
く
せ
ま
る
」
こ
と
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
（
註
）
　
国
家
企
業
は
、
遠
く
重
商
主
義
期
に
お
い
て
も
見
ら
れ
、
絶
対
主
義
権
力
の
財
政
的
、
軍
事
的
理
由
か
ら
生
産
手
段
の
国
有
が
行
わ
れ
る
場

　
　
合
も
お
っ
た
し
、
又
、
後
進
国
の
急
速
な
資
本
主
義
的
発
展
の
遣
を
ひ
ら
く
為
に
国
家
資
本
の
彩
成
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
お
る
。
生
産
力
の
杜
会

　
　
的
性
格
と
領
有
の
私
的
形
態
と
の
矛
盾
に
起
因
す
る
生
産
手
段
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
権
力
に
よ
る
国
有
化
は
エ
ソ
ゲ
ル
ス
に
よ
り
「
経
済
的
進
歩
」
と

　
　
し
て
の
国
有
と
し
て
、
か
か
る
必
然
性
に
欠
け
る
国
有
　
　
ピ
ス
マ
ル
ク
に
よ
る
ブ
冒
シ
ヤ
鉄
道
国
有
に
そ
の
典
型
を
認
め
う
る
た
め
「
ピ
ス
マ

　
　
ル
ク
的
国
有
」
と
一
般
に
呼
ば
れ
て
い
る
　
　
と
対
置
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
目
に
お
い
て
最
も
特
徴
的
な
の
は
、
こ
の
経
済
的
必
然
性
に
基
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

　
　
国
有
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
、
独
占
資
本
主
義
に
お
げ
る
「
拡
大
再
生
産
の
客
観
的
な
一
条
件
」
と
し
て
、
特
に
独
占
資
本
の
「
蓄
積
の
手
段
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

　
　
り
補
強
物
と
な
る
」
と
こ
ろ
の
生
産
手
段
の
国
有
で
お
る
。

　
　
　
又
・
生
産
手
段
杜
会
化
の
客
観
的
必
然
性
が
、
個
々
の
資
本
家
の
利
害
の
み
な
ら
ず
、
時
に
は
こ
れ
に
対
立
し
て
ま
で
「
資
本
主
義
的
搾
取
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

　
　
度
の
維
持
」
と
い
う
「
支
配
階
級
の
最
高
の
長
期
的
利
益
」
の
た
め
に
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
資
本
家
階
級
自
身
の
実
践
に
よ
っ
て
、
可
能
性
か
ら

　
　
現
実
性
に
転
化
す
る
場
合
、
国
有
が
資
本
家
的
性
格
を
も
っ
の
は
当
然
で
あ
る
。
が
国
有
化
が
労
働
者
階
級
の
実
践
に
よ
る
場
合
、
仮
令
そ
れ
が

　
　
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
資
本
家
階
級
は
、
国
有
化
の
具
体
的
内
客
を
「
制
限
し
、
歪
曲
し
、
資
本
主
義
に
と
っ
て
有
利
な
よ
う
に
っ
く
り
お
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

　
　
て
い
く
こ
と
に
全
力
を
あ
げ
」
、
少
く
と
も
、
そ
の
「
長
期
的
利
益
」
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
。
労
働
者
階
級
の
主
体
的
条
件
が
不
充
分
で
あ
れ

　
　
ば
あ
る
程
、
容
易
に
資
本
家
階
級
に
よ
る
闘
争
に
影
響
さ
れ
、
支
配
さ
れ
る
。
戦
後
英
国
に
お
げ
る
労
働
党
の
産
業
国
有
化
は
此
の
適
例
で
あ
る
。

　
杜
会
の
政
治
的
上
部
構
造
と
し
て
の
国
家
は
、
今
や
直
接
生
産
過
程
を
管
理
し
、
　
「
資
本
主
義
的
生
産
の
一
般
的
、
外
部
的
諸
条

件
を
維
持
す
る
」
の
み
で
な
く
、
自
ら
賃
労
働
の
支
配
と
収
奪
と
に
よ
り
、
杜
会
的
資
本
の
再
生
産
過
程
を
価
値
的
、
素
材
的
に
補

填
し
補
強
す
る
こ
と
を
以
て
、
資
本
主
義
生
産
の
「
内
部
的
諾
条
件
」
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
に
至
る
。

　
　
　
　
国
有
企
業
経
営
管
理
機
構
論
序
説
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
　
（
八
四
三
）
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二
一
四
　
（
八
四
四
）

　
国
家
資
本
に
お
け
る
生
産
の
関
係
は
、
生
産
手
段
の
支
配
階
級
的
所
有
を
そ
の
物
的
条
件
と
し
て
賃
労
働
が
支
配
さ
れ
、
剰
余
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

値
の
生
産
と
取
得
と
が
行
わ
れ
る
関
係
で
あ
る
。
が
、
こ
こ
で
の
剰
余
価
値
取
得
は
、
い
わ
ば
階
級
的
取
得
と
し
て
私
的
個
別
諸
資

本
と
は
異
る
特
殊
な
実
現
の
形
態
、
す
な
わ
ち
単
に
客
観
的
市
場
の
諾
条
件
に
規
制
さ
れ
る
の
み
で
な
く
、
自
ら
制
限
的
規
制
を
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

す
る
と
い
う
形
態
を
通
じ
て
、
生
産
せ
ら
れ
た
剰
余
価
値
の
、
支
配
階
級
間
で
の
分
配
的
取
得
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
（
註
）
　
こ
の
分
配
的
取
得
は
、
国
家
資
本
の
生
産
と
流
通
の
運
動
そ
の
も
の
に
お
い
て
行
わ
れ
る
点
で
、
実
現
せ
ら
れ
た
剰
余
価
値
－
利
潤
の
分
配

　
　
と
も
異
る
し
、
他
方
、
私
的
諸
資
本
問
の
生
産
価
格
、
独
占
価
格
に
お
け
る
剰
余
価
値
再
分
配
と
も
異
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
だ
か
ら
、
国
家
資
本
で
は
私
的
諾
資
本
と
同
じ
意
味
で
剰
余
価
値
の
生
産
と
取
得
　
　
自
已
増
殖
　
　
が
生
産
に
お
け
る
絶
対
的

動
機
で
は
な
く
、
生
産
の
直
接
的
目
的
は
剰
余
価
値
の
生
産
と
分
配
的
敢
得
で
あ
っ
て
、
こ
の
目
的
が
客
観
的
諸
法
則
に
規
制
さ
れ

つ
つ
実
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
資
本
と
労
働
と
の
特
殊
な
対
立
関
係
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

　
　
「
国
有
化
部
門
は
国
家
企
業
の
労
働
者
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た
剰
余
価
値
を
再
分
配
す
る
道
具
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
」

　
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
剰
余
労
働
収
取
の
資
本
制
的
形
態
で
あ
り
、
資
本
制
的
に
特
殊
な
形
態
な
の
で
あ
る
。
か
か
る
関
係
の
物
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、

的
表
現
と
し
て
の
国
家
資
本
は
、
私
的
諸
資
本
と
異
る
特
殊
な
目
的
規
定
を
う
け
た
増
確
価
値
と
し
て
、
生
産
と
流
通
に
お
い
て
特

殊
な
運
動
を
行
う
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
運
動
過
程
を
通
じ
て
、
杜
会
的
資
本
の
再
生
産
過
程
を
維
持
し
、
強
化
す
べ
き
役
割
を
遂
行

　
　
　
　
　
（
註
）

し
よ
う
と
す
る
。

（
註
）
　
剰
余
価
値
の
分
配
的
取
得
　
　
も
し
く
は
単
に
「
分
配
」
と
よ
ぶ
　
　
は
、
生
産
手
段
の
階
級
的
所
有
に
も
と
づ
く
剰
余
価
値
取
得
の
特
殊

　
な
形
態
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
こ
こ
で
生
産
せ
ら
れ
た
剰
余
価
値
の
全
て
が
、
他
に
譲
渡
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
く
、
正
に
「
分
配
」
で
あ
っ
て
、
国
家
資
本
が
、
自
己
増
殖
を
生
産
の
絶
対
的
動
機
と
す
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
に



し

　
　
す
ぎ
な
い
。
他
方
、
国
家
資
本
の
全
て
が
右
の
ご
と
ぎ
取
得
を
行
う
の
で
は
な
い
。
国
家
資
本
の
な
か
に
は
、
私
的
諸
資
本
と
同
様
に
「
営
利
」
、

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
す
な
わ
ち
自
己
増
殖
を
絶
対
的
動
機
と
し
て
剰
余
価
値
の
生
産
と
取
得
を
行
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
　
　
又
、
国
家
企
業
の
形
成
が
貸
付
資
本
の
借
入
も
し
く
は
、
旧
私
的
株
式
資
本
の
貸
付
資
本
形
態
へ
の
転
換
　
　
英
国
に
お
げ
る
有
償
国
有
化
の

　
　
場
合
は
こ
の
例
で
あ
ろ
う
　
　
に
よ
る
場
合
に
は
国
家
資
本
と
し
て
の
性
格
が
単
一
的
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
。
国
家
は
私
的
貸
付
資
本
を
借
入
れ

　
　
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
生
産
に
お
け
る
諸
目
的
を
実
現
し
ょ
う
と
す
る
為
、
同
一
の
価
値
額
が
同
時
に
貸
付
資
本
家
と
国
家
と
の
両
者
に
と
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
１
５
一
　
　
　
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
（
１
６
一

　
　
て
の
資
不
と
し
て
二
重
に
定
在
し
、
両
者
に
と
っ
て
資
本
と
し
て
機
能
す
る
わ
げ
で
あ
り
　
　
尤
も
一
方
で
は
資
本
の
没
概
念
的
形
態
と
し
て
、

　
　
他
方
で
は
国
家
資
本
と
し
て
で
あ
る
が
　
　
、
生
産
さ
れ
た
剰
余
価
値
が
分
割
さ
れ
、
分
割
さ
れ
た
剰
余
価
値
の
一
方
は
利
子
と
い
う
没
概
念
形

　
　
態
で
分
配
さ
れ
、
他
方
は
譲
渡
の
彩
態
で
分
配
さ
れ
る
。
国
家
企
業
の
借
入
資
本
利
子
が
何
ら
か
の
理
由
　
　
例
え
は
政
策
的
赤
字
生
産
　
　
の

　
　
た
め
に
他
の
財
源
、
す
な
わ
ち
、
国
庫
か
ら
支
払
わ
れ
る
と
し
て
も
、
二
重
の
資
本
定
在
の
関
係
に
は
変
化
が
な
く
、
剰
余
価
値
分
配
の
新
た

　
　
な
関
係
が
生
ず
る
の
み
で
あ
る
。

　
勿
論
、
国
家
資
本
の
剰
余
価
値
生
産
と
そ
の
分
配
に
よ
る
、
杜
会
的
資
本
再
生
産
の
維
持
強
化
機
能
の
遂
行
は
、
そ
の
ま
ま
の
形

で
国
家
権
力
に
代
表
さ
れ
る
支
配
階
級
の
意
識
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
剰
余
価
値
の
生
産
と
再
分
配
は
意
識
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
、

客
観
的
経
済
法
則
に
基
い
て
行
わ
れ
る
。
意
識
に
あ
る
の
は
「
安
価
な
生
産
物
」
　
「
低
廉
な
サ
ー
ピ
ス
」
の
供
給
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
Ｃ
・
ベ
ッ
ト
レ
ー
ム
も
云
っ
て
い
る
様
に
「
現
実
に
は
、
経
済
政
策
の
責
任
を
負
う
人
六
や
国
有
企
業
の
指
導
者
は
、
こ
の
役

割
（
私
的
資
本
主
義
部
門
へ
の
剰
余
価
値
の
移
転
の
道
具
と
し
て
の
役
割
）
を
け
っ
し
て
明
白
に
意
識
し
て
い
な
い
。
こ
の
役
割
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

資
本
主
義
経
済
の
機
能
を
決
定
す
る
客
観
的
経
済
法
則
の
作
用
か
ら
出
て
い
る
の
で
あ
る
」

　
国
家
資
本
の
生
産
に
お
け
る
特
殊
な
目
的
規
定
は
、
そ
の
投
資
の
決
定
基
準
を
私
的
資
本
と
異
な
る
も
の
に
し
、
そ
の
剰
余
価
値

実
現
の
特
殊
な
、
い
わ
ば
自
主
的
制
限
的
実
現
の
複
雑
な
形
態
を
通
じ
て
再
分
配
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
、
か
く
て
杜
会
的
再

　
　
　
国
有
企
業
経
営
管
理
機
構
論
序
説
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五
　
（
八
四
五
）
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学
（
第
七
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ニ
ハ
　
（
八
四
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

生
産
過
程
の
進
行
に
一
定
の
影
響
を
与
え
、
「
経
済
法
則
が
貫
徹
さ
れ
る
方
法
と
様
式
に
修
正
を
く
わ
え
る
。
」
　
「
国
有
化
部
門
の
存

在
は
い
か
な
る
形
で
も
経
済
恐
慌
の
原
因
を
除
去
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
あ
る
程
度
は
経
済
恐
慌
の
開
始
を
促
進
す
る

諾
要
因
の
影
響
を
緩
和
す
る
。
そ
れ
は
、
国
有
化
部
門
に
お
け
る
投
資
の
決
定
採
択
は
、
私
的
部
門
で
投
資
の
決
定
に
必
要
な
条
件

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
的
部
門
の
投
資
が
、
新
投
資
の
も
た
ら
す
利
潤
に
た
い
す
る
期
待
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
国
有
化
部
門
の
投
資
の
決
定
は
他
の
経
済
部
門
（
す
な
わ
ち
、
国
有
化
部
門
が
つ
ね
に
最
低
価
稽
で
奉
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

せ
ん
と
し
て
い
る
私
的
部
門
に
属
す
る
企
業
）
の
拡
大
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
『
要
求
』
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
。
」
の
で
あ
る
。
こ
う

し
て
国
家
資
本
は
、
剰
余
価
値
の
生
産
と
取
得
と
を
推
進
的
動
機
と
し
て
価
値
法
則
に
規
制
さ
れ
つ
つ
運
動
す
る
私
的
諸
資
本
と
、

そ
の
生
産
の
決
定
と
剰
余
価
値
実
現
の
形
態
に
お
い
て
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
は
い
え
、
こ
の
国
家
資
本
の
運
動
も
結
局
の
と
こ

ろ
価
値
法
則
に
規
制
さ
れ
て
い
る
。
国
家
資
本
に
お
け
る
生
産
と
流
通
が
客
観
的
経
済
法
則
に
特
殊
に
規
制
さ
れ
る
こ
と
は
、
法
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

の
貫
徹
形
態
に
お
け
る
一
つ
の
変
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
（
註
）
　
国
家
資
本
、
も
し
く
は
そ
の
経
営
組
織
的
統
一
構
造
で
あ
る
国
家
企
業
は
、
そ
こ
に
お
い
て
剰
余
価
値
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
そ

　
　
れ
が
利
潤
目
的
生
産
で
な
い
と
云
う
理
由
に
基
ぎ
「
非
資
本
主
義
的
」
企
業
と
し
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
が
他
方
、
剰
余
価
値
生
産

　
　
と
は
、
剰
余
価
値
の
生
産
と
取
得
と
を
直
接
の
目
的
、
内
在
的
な
規
定
的
動
機
と
し
て
杜
会
的
生
産
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
か
つ
、
資
本

　
　
制
的
生
産
の
目
的
性
は
、
個
ヵ
の
資
本
家
の
意
識
的
目
的
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
資
本
の
内
的
本
質
で
あ
る
。
剰
余
価
値
の
生
産
と
取
得
と
云
う
、

　
　
生
産
の
直
接
的
な
推
進
動
機
は
、
資
本
の
「
内
的
傾
向
」
　
「
必
然
的
傾
向
」
の
措
定
者
と
し
て
、
　
「
内
的
法
則
」
と
し
て
資
本
の
表
現
す
る
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
の
客
観
的
諸
関
係
の
本
質
規
定
の
条
件
を
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
　
「
競
争
に
お
い
て
こ
の
資
本
の
内
的
傾
向
は
他
の
資
本
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る

　
　
と
こ
ろ
の
、
ひ
と
つ
の
強
制
と
し
て
あ
ら
わ
れ
…
…
」
、
こ
の
「
外
的
必
然
性
と
し
て
の
内
的
傾
向
」
、
　
「
実
現
さ
れ
る
そ
の
本
質
的
規
定
」
と
し

　
　
て
の
「
競
争
」
と
い
う
資
本
相
互
の
交
互
作
用
の
中
で
、
剰
余
価
値
生
産
と
そ
の
取
得
を
内
的
た
推
進
的
動
機
と
す
る
自
己
増
殖
価
値
と
い
う
資

－



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

本
か
丁
自
己
規
定
」
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
資
本
の
生
産
に
お
げ
る
推
進
的
、
規
定
的
軌
機
で
あ
り
、
そ
ゆ
内
的
決
則
で
み
る
ど

こ
ろ
の
、
剰
余
価
値
の
生
産
と
取
得
が
、
資
本
家
の
意
志
、
生
産
に
お
け
る
「
利
潤
目
的
」
と
し
て
、
そ
の
人
格
的
表
現
を
受
げ
と
る
。
　
「
貨
幣

　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

額
が
そ
れ
自
体
で
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
使
命
か
ら
み
て
資
本
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
、
そ
の
増
大
を
目
的
と
し
て
支
出
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
が
既
存
の
価
値
ま
た
は
貨
幣
額
に
っ
い
て
は
そ
の
使
命
と
し
て
、
そ
の
内
的
衝
動
と
し
て
、
傾
向
と
し
て
あ

ら
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
資
本
家
に
っ
い
て
は
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
貨
幣
額
が
こ
の
機
能
を
そ
の
手
の
な
か
で
遂
行
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
貨
幣
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

有
老
に
っ
い
て
は
、
そ
れ
は
意
図
と
し
て
、
目
的
と
し
て
お
ら
わ
れ
る
。
」
　
（
傍
点
は
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
も
の
で
お
る
）
。
国
家
資
本
ま
た
は
国
家

　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

企
業
の
場
合
賃
労
働
の
収
取
と
い
う
剰
余
労
働
の
資
本
制
的
形
態
を
と
り
乍
ら
、
剰
余
価
値
の
生
産
と
分
配
と
い
う
特
殊
な
「
内
的
傾
向
」
　
「
生

産
の
目
的
」
に
挽
定
さ
れ
て
、
そ
の
生
産
と
流
通
と
の
統
一
的
運
動
を
特
殊
に
行
う
と
こ
ろ
の
、
資
本
制
的
に
特
殊
な
生
産
の
関
係
が
表
現
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
剰
余
価
値
の
生
産
と
分
配
の
過
程
が
、
客
観
的
経
済
法
則
に
．
特
殊
に
規
制
さ
れ
な
が
ら
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
国
家
資
本
の
運

動
に
。
お
い
て
進
行
す
る
こ
と
は
、
経
済
法
則
の
貫
徹
さ
れ
る
形
態
に
変
容
を
加
え
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
序
で
に
触
れ
て
お
く
が
、
単
に
国
家
資
本
が
杜
会
的
総
資
本
の
資
本
蓄
積
に
１
奉
仕
し
て
い
る
役
割
を
論
拠
と
し
て
、
そ
の
「
資
本
」
性
を
云
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

に
止
ま
る
見
解
や
、
更
に
此
れ
と
裏
腹
に
資
本
の
規
定
的
動
機
と
云
わ
れ
る
剰
余
価
値
の
生
産
が
、
資
本
制
生
産
様
式
に
お
げ
る
観
定
的
動
機
で

あ
っ
て
、
一
個
別
資
本
に
つ
い
て
云
わ
れ
る
の
で
は
な
い
、
と
し
て
、
国
家
資
本
の
「
資
本
」
規
定
を
一
自
立
的
資
本
と
し
て
内
的
に
行
う
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

な
し
に
、
杜
会
的
総
資
本
と
の
絡
み
合
い
に
お
け
る
そ
の
役
割
か
ら
行
な
お
う
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。
各
個
別
資
本
は
「
杜
会
的
総
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）
　
　
　
　
　
　
　
・
・

中
の
白
立
的
な
、
い
わ
ぱ
個
別
的
生
命
を
与
え
ら
れ
た
断
片
」
で
あ
り
、
資
本
規
定
は
既
に
、
個
別
資
本
の
次
元
に
お
い
て
内
的
に
与
え
ら
れ
る

も
の
で
あ
っ
て
、
杜
会
的
総
資
本
の
運
動
は
こ
の
各
個
別
資
本
相
互
の
価
値
的
、
質
料
的
相
互
填
補
の
絡
み
合
い
に
お
い
て
彩
成
さ
れ
る
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

の
、
「
実
現
さ
れ
る
本
質
的
規
定
」
に
外
な
ら
な
い
。
個
別
資
本
と
杜
会
的
総
資
本
と
の
区
別
は
只
、
こ
の
絡
み
合
い
の
運
動
に
関
連
し
て
生
ず

る
も
の
で
あ
っ
て
、
資
本
の
内
的
規
定
　
　
剰
余
価
値
生
産
と
坂
得
も
し
く
は
、
そ
の
発
展
し
た
形
態
で
の
利
潤
の
生
産
を
規
定
的
動
機
と
す
る

、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

自
己
増
殖
価
値
　
　
に
お
い
て
生
ず
る
も
の
で
は
恋
い
。
国
家
資
本
に
と
り
、
そ
の
客
観
的
役
割
は
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
が
、
し

　
　
国
有
企
業
経
営
管
理
機
構
論
序
説
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
　
（
八
四
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
八
　
（
八
四
八
）

　
　
か
し
、
そ
れ
と
資
本
規
定
の
間
題
と
は
一
応
区
別
す
べ
ぎ
事
柄
で
あ
っ
て
、
一
個
別
資
本
と
し
て
の
国
家
資
本
は
、
あ
く
ま
で
そ
の
自
立
的
な
個

　
　
別
資
本
と
し
て
の
内
的
規
定
の
次
元
に
お
い
て
も
、
資
本
規
定
の
可
否
が
論
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
国
家
資
本
に
お
け
る
資
本
機
能
の
合
理
的
遂
行
と
し
て
過
程
す
る
と
こ
ろ
の
、
杜
会
的
労
働
の
資
本
制
的
に
独
自
な
指
揮
統
制
機

構
の
立
体
が
、
国
有
企
業
に
お
け
る
経
営
管
理
機
構
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
私
的
諸
資
本
に
お
け
る
と
同
様
に
、
資
本
の
循

環
過
程
と
し
て
の
資
本
機
能
の
分
化
が
、
そ
の
経
営
に
お
け
る
各
機
能
分
担
者
に
人
格
化
さ
れ
、
横
断
的
な
機
能
担
当
経
営
者
の
組

織
的
分
化
Ｈ
統
一
過
程
に
表
現
さ
れ
る
と
共
に
、
集
積
さ
れ
た
巨
大
国
家
資
本
の
大
規
模
生
産
は
、
監
督
、
調
整
、
計
画
等
の
資
本

諸
機
能
を
専
門
経
営
者
の
断
層
的
担
当
組
織
に
お
い
て
遂
行
せ
し
め
、
国
家
権
力
の
最
高
支
配
の
下
に
、
１
経
営
の
立
体
的
統
一
構
造

が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
国
家
企
業
に
お
い
て
は
、
本
来
行
政
機
構
で
あ
る
と
こ
ろ
の
官
僚
組
織
の
中
に
企
業
的
経

営
組
織
が
組
み
こ
ま
れ
、
所
謂
、
官
庁
経
営
の
具
有
す
る
官
僚
性
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
様
な
、
経
営
管
理
機
構
上
の
内
在
的
矛
盾
が
．

存
在
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
勿
論
、
企
業
経
営
の
「
官
僚
性
」
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
単
に
個
六
の
経
営
担
当
者
の
間
題
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

で
は
な
く
、
そ
の
組
織
と
財
務
と
に
関
す
る
経
営
管
理
機
構
に
お
け
る
官
僚
機
構
の
諸
作
用
の
間
題
と
し
て
定
在
し
て
お
り
い
わ
ば

行
政
的
官
僚
機
構
が
国
家
企
業
の
経
営
職
能
担
当
者
の
遂
行
す
る
国
家
資
本
機
能
過
程
、
す
な
わ
ち
、
剰
余
価
値
の
生
産
と
分
配
の

過
程
的
統
一
と
し
て
の
国
家
資
本
運
動
に
対
し
て
、
否
定
的
な
制
約
を
及
ぽ
す
こ
と
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
の
、
経
営
過
程

の
合
理
化
、
調
整
と
し
て
、
国
家
資
本
の
経
営
管
理
機
構
の
構
造
的
修
正
と
し
て
、
公
共
企
業
体
と
い
わ
れ
る
も
の
が
形
成
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
普
通
に
、
公
企
業
に
た
い
す
る
「
企
業
性
」
の
導
入
、
公
企
業
の
「
合
理
化
」
形
態
と
云
わ
れ
て
い
る
公
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

企
業
体
は
、
国
家
企
業
経
営
管
理
に
通
有
の
諸
制
約
を
整
除
し
、
そ
の
国
家
資
本
機
能
の
合
理
的
遂
行
に
よ
っ
て
、
国
家
資
本
の
再

生
産
過
程
を
「
能
率
化
」
す
る
為
の
経
営
管
理
機
構
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
剰
余
価
値
生
産
過
程
と
し
て
の
杜
会
的
労
働
過
程
管
理
の



卜

「
合
理
化
」
形
態
と
し
て
、
資
本
と
労
働
と
の
特
殊
な
対
立
関
係
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。

　
公
共
企
業
体
が
、
そ
の
日
常
的
経
営
に
か
ん
し
て
は
自
主
的
権
限
を
与
え
ら
れ
た
専
門
経
営
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
「
自

主
性
」
の
原
則
も
、
一
個
別
資
本
と
し
て
運
動
す
る
国
家
資
本
の
機
能
分
担
者
と
し
て
そ
の
企
業
的
経
営
上
の
自
主
的
権
限
を
受
け

る
の
で
あ
っ
て
、
当
然
そ
れ
は
生
産
手
段
所
有
者
で
あ
る
国
家
権
力
が
設
定
す
る
最
高
方
針
と
し
て
の
一
般
的
政
策
に
ょ
り
、
終
局

的
支
配
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
公
共
企
業
体
の
経
営
管
理
に
ー
お
い
て
は
、
国
家
資
本
の
規
定
的
動
機
と
な
っ
て
い
る
階

級
的
要
求
を
充
分
に
充
た
し
う
る
だ
け
の
、
企
業
的
経
験
と
能
力
を
備
え
、
「
資
本
家
も
し
く
は
健
全
な
資
本
主
義
的
思
想
を
も
つ

　
（
２
４
）

人
六
」
が
、
支
配
的
役
割
を
も
つ
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
１
つ
い
て
は
私
的
資
本
に
お
け
る
経
営
機
能
担
当
者

の
場
合
と
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
公
共
企
業
体
経
営
者
が
、
企
業
経
営
の
経
験
と
能
力
を
も
つ
人
人
を
以
て
構
成
す
る
と
い
う
「
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

能
的
構
成
」
の
原
則
は
、
単
な
る
杜
会
的
労
働
の
一
般
的
管
理
機
構
で
は
な
し
に
、
右
の
よ
う
な
国
家
資
本
の
経
営
機
能
担
当
者
組

織
を
確
立
し
、
直
接
的
生
産
者
で
あ
る
労
働
者
階
級
の
生
産
手
段
に
た
い
す
る
実
質
的
支
配
を
排
除
す
る
と
こ
ろ
の
「
制
度
」
に
外

な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
国
家
企
業
に
お
け
る
計
算
的
管
理
上
の
合
理
化
形
態
で
あ
る
独
立
採
算
制
は
、
国
家
資
本
再
生
産
過
程
の
価

値
形
態
利
用
に
よ
る
杜
会
的
労
働
統
制
の
形
態
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

　
私
的
資
本
に
お
け
る
生
産
の
杜
会
的
性
格
が
発
展
し
、
「
生
産
力
の
杜
会
的
性
格
の
部
分
的
承
認
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
株
式
会

杜
、
ト
ラ
ス
ト
等
私
的
独
占
の
成
長
に
お
い
て
、
資
本
制
生
産
の
範
囲
内
で
の
生
産
の
杜
会
化
が
進
行
す
る
と
共
に
、
ま
す
ま
す
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
）

い
生
産
規
模
に
わ
た
っ
て
「
個
六
の
工
努
内
で
の
生
産
の
杜
会
的
な
組
織
」
が
あ
ら
わ
れ
、
資
本
制
的
な
技
術
と
計
画
的
組
織
と
が

発
展
す
る
と
共
に
、
専
門
経
営
者
層
に
委
任
さ
れ
執
行
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
生
産
に
お
け
る
計
算
と
統
制
の
管
理
機
構
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
カ
昌
ズ
ム
（
２
７
）

生
産
の
　
「
杜
会
的
運
営
の
機
構
」
の
用
意
が
整
え
ら
れ
る
。
だ
が
こ
れ
ら
は
未
だ
、
資
本
の
労
働
に
対
す
る
支
配
の
機
構
で
あ
り

　
　
　
国
有
企
業
経
営
管
理
機
構
論
序
説
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
　
（
八
四
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
六
号
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二
二
〇
　
（
八
五
〇
）

「
杜
会
的
生
産
と
資
本
主
義
的
領
有
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
は
、
個
六
の
工
場
内
の
生
産
の
組
織
性
と
全
杜
会
に
お
け
る
生
産
の
無
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
８
）

府
性
と
の
あ
い
だ
の
対
立
と
し
て
、
ふ
た
た
び
あ
ら
わ
れ
て
い
る
」
。
生
産
が
資
本
制
内
部
で
最
高
に
杜
会
化
１
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、

資
本
主
義
国
家
企
業
に
お
い
て
は
、
個
六
の
生
産
分
野
の
国
家
的
独
占
規
模
で
、
生
産
の
技
術
と
計
画
組
織
が
確
立
さ
れ
、
計
算
と
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

制
の
管
理
機
構
が
、
個
別
諾
資
本
内
で
の
組
織
的
生
産
か
ら
生
産
分
野
全
体
に
拡
大
さ
れ
た
組
織
的
生
産
の
範
囲
に
亙
っ
て
作
用
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
カ
呂
ズ
ム

こ
こ
に
お
い
て
生
産
の
「
杜
会
的
運
営
の
機
構
」
が
完
成
し
た
形
で
準
備
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ソ
は
こ
れ
に
つ
い
て
云

っ
で
い
る
。
「
前
世
紀
七
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
の
あ
る
明
敏
な
杜
会
主
義
者
は
、
郵
便
を
杜
会
主
義
経
営
の
見
本
と
呼
ん
だ
。
ま
っ
た

く
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
今
目
で
は
、
郵
便
は
、
国
家
資
本
主
義
的
独
占
の
型
に
則
っ
て
組
織
さ
れ
た
経
営
で
あ
る
。
帝
国
主
義
は
、

す
べ
て
の
ト
ラ
ス
ト
を
こ
の
よ
う
な
型
の
組
織
に
漸
次
に
転
化
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
仕
事
を
過
重
に
せ
お
わ
さ
れ
な
が
ら
、

飢
え
て
い
る
『
普
通
の
』
勤
労
者
の
上
に
、
同
じ
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
官
僚
制
度
が
の
し
か
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
杜
会

　
　
　
　
メ
カ
昌
ズ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
ｏ
“
）

的
運
営
の
機
構
が
す
で
に
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。
」

　
（
註
）
　
私
的
資
本
の
領
域
で
も
、
一
生
産
分
野
全
体
に
わ
た
る
完
全
独
占
組
織
が
で
ぎ
あ
が
っ
て
い
る
場
合
　
　
英
国
に
お
け
る
ユ
ニ
レ
バ
ー
、
第

　
　
二
次
大
戦
迄
の
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
ア
ル
コ
ァ
等
の
、
こ
と
ぎ
　
　
生
産
の
杜
会
的
運
営
の
機
構
に
最
も
近
づ
い
た
統
制
と
計
算
の
管
理
機
構
が
で

　
　
き
あ
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
国
家
独
占
に
お
け
る
生
産
の
管
理
機
構
と
の
差
異
は
、
生
産
手
段
の
所
有
形
態
上
の
差
異
に
も
と
ず
く
管
理
機
能
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
の
差
異
に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
に
お
い
て
、
国
家
企
業
が
一
生
産
分
野
内
で
の
生
産
部
分
を
担
当
す
る
と
こ
ろ
の
一
個
別
資
本
に
す
ぎ
ぬ

　
　
場
合
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
杜
会
的
た
生
産
の
管
理
機
構
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
右
の
も
の
よ
り
も
低
位
の
段
階
が
見
ら
れ
る
わ
げ
で
あ
る
が
、

　
　
こ
れ
ら
は
、
さ
し
あ
た
り
の
論
点
に
は
関
係
が
な
い
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
資
本
主
義
的
国
家
企
業
は
、
資
本
主
義
国
家
に
よ
る
賃
労
働
収
奪
の
機
構
で
あ
り
、
そ
れ
は
資
本
制
的
関



」
一

豚
揚
棄
の
「
形
式
的
手
段
」
を
そ
の
な
か
に
か
く
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
従
っ
て
又
、
そ
の
生
産
に
お
け
る
計
算
と
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
カ
ニ
ズ
ム

制
の
管
理
機
構
、
生
産
の
「
杜
会
的
運
営
の
機
構
」
は
真
の
杜
会
的
生
産
運
営
機
構
の
形
式
的
準
備
に
外
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
実
質

的
に
も
生
産
の
「
杜
会
的
運
営
の
機
構
」
た
ら
し
め
る
も
の
は
、
国
家
権
力
の
性
格
の
変
化
で
あ
る
。
資
本
主
義
国
家
権
力
に
代
る

全
人
民
的
、
杜
会
主
義
的
な
国
家
権
力
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
こ
の
形
式
上
の
、
生
産
の
杜
会
的
管
理
機
構
が
賃
労
働
支
配
の
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

で
あ
る
こ
と
を
止
め
、
杜
会
的
生
産
の
管
理
が
「
人
問
の
特
殊
な
層
の
特
殊
な
機
能
と
し
て
は
消
失
」
し
、
　
「
す
べ
て
の
人
が
杜
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

的
生
産
を
自
主
的
に
管
理
す
る
」
秩
序
へ
の
漸
次
的
移
行
が
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
「
…
…
国
家
資
本
主
義
の
も
っ
と
も
具
体
的
な
例
…
…
す
な
わ
ち
ド
ィ
ッ
が
そ
れ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
、
ユ
ソ
ヶ
ル
的

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

Ｈ
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
な
帝
国
主
義
に
従
属
す
る
、
現
代
の
大
資
本
主
義
的
技
術
と
計
画
的
組
織
と
の
『
最
後
の
言
葉
』
を
も
っ
て
い
る
。

傍
点
を
ふ
っ
て
強
調
し
た
言
葉
を
す
て
去
っ
て
、
軍
事
的
な
、
ユ
ソ
ヶ
ル
的
な
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
な
、
帝
国
主
義
的
な
国
家
の
か
わ

り
に
、
お
な
じ
く
国
家
を
、
だ
が
異
っ
た
杜
会
的
類
型
の
、
異
っ
た
階
級
的
内
容
の
国
家
を
、
ソ
ヴ
ェ
ト
国
家
、
す
な
わ
ち
、
プ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
）

レ
タ
リ
ァ
国
家
を
お
い
て
み
た
ま
え
。
そ
う
す
れ
ば
、
杜
会
主
義
が
あ
た
え
る
諸
条
件
の
全
総
和
が
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
３
）

　
（
註
）
　
勿
論
こ
の
過
程
は
漸
次
的
過
程
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
過
渡
的
な
「
一
小
段
階
」
に
お
い
て
は
全
人
民
的
、
杜
会
主
義
的
国
家
権
力
に
よ
る
委

　
託
と
統
制
を
受
げ
る
経
営
管
理
執
行
老
の
特
殊
な
層
が
存
在
す
る
時
期
が
お
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
既
に
、
最
終
的
な
も
の
へ
の
移
行
を
可
能
な

　
ら
し
め
る
新
し
い
杜
会
的
生
産
の
管
理
機
構
と
し
て
、
そ
れ
以
前
の
も
の
と
は
質
的
に
異
る
も
の
で
あ
る
。

　
国
家
資
本
経
営
管
理
機
構
の
合
理
化
形
態
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
公
共
企
業
体
は
、
い
わ
ば
生
産
力
の
杜
会
的
性
格
の
発
展
に

も
と
づ
き
、
国
家
が
生
産
を
引
き
受
け
る
に
至
っ
た
段
階
に
お
い
て
、
本
来
政
治
的
機
能
遂
行
の
機
構
で
あ
る
国
家
に
、
生
産
管
理

機
能
遂
行
の
た
め
の
新
た
な
機
構
が
形
成
さ
れ
る
に
さ
い
し
、
行
政
的
機
構
か
ら
区
分
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
杜
会
的
生
産
管

　
　
　
国
有
企
業
経
営
管
理
機
構
論
序
説
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
　
（
八
五
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
　
（
八
五
二
）

理
機
構
た
る
自
已
に
最
も
即
し
た
形
態
で
新
た
な
公
的
管
理
機
構
が
形
づ
く
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
こ
れ
ま
で
資
本
制
内
部
で
成

長
し
て
き
た
生
産
の
杜
会
的
運
営
機
構
の
、
い
わ
ば
自
己
貫
徹
形
態
と
し
て
最
高
の
形
態
に
お
い
て
こ
の
機
構
が
資
本
主
義
的
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

関
係
の
な
か
で
準
備
さ
れ
た
も
の
だ
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
註
）
　
生
産
の
管
理
機
能
が
政
治
的
国
家
の
行
政
的
機
能
か
ら
「
区
分
」
さ
れ
た
機
構
に
お
い
て
果
さ
れ
る
と
い
う
現
象
は
、
資
本
制
的
現
象
で
あ

　
　
っ
て
・
資
本
制
的
政
治
国
家
で
あ
る
限
り
こ
の
「
区
分
」
は
国
家
が
生
産
を
引
ぎ
受
げ
る
こ
と
が
多
い
程
不
可
避
的
で
お
ろ
う
。
が
杜
会
の
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
（
３
４
）

　
時
期
に
は
、
も
は
や
単
な
る
「
区
分
」
の
段
階
で
は
な
く
て
国
家
の
「
公
的
諸
機
能
は
、
政
治
的
な
機
能
か
ら
単
純
な
管
理
機
能
に
転
化
す
る
」

　
過
程
が
始
ま
る
（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
も
の
）

　
か
く
て
、
公
共
企
業
体
は
、
資
本
制
内
部
で
の
生
産
の
杜
会
的
運
営
機
構
の
最
高
の
準
傭
と
し
て
、
私
的
諾
資
本
に
お
け
る
生
産

の
杜
会
的
性
格
の
発
展
と
共
に
進
行
し
て
き
た
と
こ
ろ
の
、
生
産
の
組
織
的
管
理
機
構
の
成
長
に
連
続
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
同
時

に
、
そ
れ
は
終
局
的
に
は
価
値
法
則
に
規
制
省
れ
な
が
ら
運
動
す
る
国
家
資
本
の
経
営
管
理
機
構
で
あ
り
、
剰
余
価
値
の
生
産
と
分

配
の
過
程
で
あ
る
と
こ
ろ
の
国
家
資
本
再
生
産
過
程
の
管
理
機
構
と
し
て
、
私
的
諸
資
本
に
お
け
る
管
理
統
制
の
機
能
と
同
質
的
内

容
を
も
つ
も
の
で
も
あ
る
。
他
の
多
く
の
論
者
と
同
様
に
、
Ｍ
・
デ
イ
モ
ツ
ク
は
公
共
企
業
体
が
「
そ
の
具
体
的
な
形
態
で
は
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
５
）

り
の
差
異
を
も
つ
に
せ
よ
、
そ
れ
は
杜
会
化
要
素
と
私
企
業
の
能
率
的
経
営
、
独
創
性
と
弾
力
性
の
要
素
を
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
」

と
し
て
総
括
的
な
性
格
づ
け
を
与
え
て
い
る
が
、
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
右
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
公
共
企
業
体
が
私
的
諾
資
本
に

お
い
て
発
展
し
、
準
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
の
、
生
産
の
杜
会
的
運
営
機
構
の
い
わ
ば
資
本
制
内
部
で
の
総
仕
上
げ
で
あ
り
、
最

高
の
形
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
従
っ
て
そ
れ
は
国
家
節
本
の
経
営
管
理
機
構
と
し
て
、
未
だ
賃
労
働
の
支
配
と
収
取
の
機
能
を
果

す
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
る
し
、
か
か
る
認
識
に
お
い
て
の
み
、
公
企
業
へ
の
私
企
業
的
企
業
経
営
能
率
の
導
入
と
か
、
公
共
的
所



」

有
上
私
企
業
的
経
営
管
理
と
の
結
合
と
か
云
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
現
象
の
実
体
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。
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オ
．
Ｏ
｝
ｏ
ｏ
ｏ
け
ｏ
■
団
ユ
巨
己
り
｝
勺
目
げ
－
ｏ
Ｃ
ｏ
ｏ
Ｈ
＜
ざ
¢
乙
ｏ
－
Ｈ
ｏ
｛
ｏ
◎
．

事
・
勾
◎
げ
乙
ｏ
◎
■
－
一
「
｝
¢
勺
弓
す
－
ｏ
Ｏ
◎
ｈ
り
◎
ｈ
ｐ
饒
◎
目
｛
■
団
ユ
一
～
－
目
－
－
目
“
勺
．
◎
．
乞
．
－
－
Ｐ
－
べ
．

占
部
都
美
、
上
掲
書
。

エ
ソ
ゲ
ル
ス
「
空
想
か
ら
科
学
へ
」
マ
ル
、
ニ
ソ
、
二
巻
選
集
、
第
二
巻
一
二
一
頁
。

山
本
安
次
郎
「
経
営
管
理
論
」
七
二
、
七
五
頁
。

レ
ー
ニ
ソ
、
　
「
国
家
と
革
命
」
国
民
文
庫
版
、
一
八
頁
。

エ
ソ
ゲ
ル
ス
「
家
族
、
国
家
お
よ
び
私
有
財
産
の
起
源
、
二
巻
選
集
、
第
二
巻
、
二
一
五
頁
。

Ｊ
．
ク
ル
ー
グ
マ
ソ
・
上
掲
書
（
訳
）
一
七
五
頁
。

エ
ソ
ゲ
ル
ス
、
　
「
空
想
よ
り
科
学
へ
」
、
マ
、
エ
、
二
巻
選
集
、
第
二
巻
、
一
一
一
頁
。

Ｋ
、
ツ
イ
ー
シ
ャ
ソ
グ
、
　
「
国
家
独
占
資
本
主
義
の
若
干
の
理
論
的
間
題
」
、
（
訳
）
「
国
家
独
占
資
本
主
義
」
三
八
頁
。

宇
佐
見
誠
次
郎
、
　
「
国
家
独
占
資
本
主
義
論
」
、
三
七
頁
。

Ｐ
，
Ｍ
、
ス
イ
ー
ジ
ー
、
　
「
資
本
主
義
は
変
わ
る
か
」
、
　
「
世
界
」
一
九
五
八
年
一
〇
月
号
、
二
七
三
頁
。

Ｊ
・
ク
ル
ー
グ
マ
ソ
、
上
掲
書
（
訳
）
一
七
九
頁
。

Ｃ
、
ベ
ッ
ト
レ
ー
ム
、
　
「
国
有
化
部
門
の
役
割
」
（
訳
）
「
国
家
独
占
資
本
主
義
」
二
〇
四
頁
。

Ｋ
、
マ
ル
ク
ス
「
資
本
論
」
青
木
文
庫
版
第
十
分
冊
、
五
〇
二
頁
。

同
右
、
四
九
五
頁
。

Ｃ
、
ベ
ッ
ト
レ
ー
ム
、
上
掲
書
、
二
一
四
頁
。

Ｋ
、
ツ
イ
ー
シ
ャ
ソ
グ
、
上
掲
書
、
三
三
頁
。

国
有
企
業
経
営
管
理
機
構
論
序
説
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三
　
（
八
五
三
）



■

（
１
９
）

（
２
０
）

（
２
１
）

（
２
２
）

（
２
３
）

（
２
４
）

（
２
５
）

（
２
６
）

（
２
７
）

（
２
８
）

（
２
９
）

（
３
０
）

（
３
１
）

（
３
２
）

（
３
３
）

（
３
４
）

（
３
５
）

立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
六
号
）

Ｃ
、
ベ
ッ
ト
レ
ー
ム
、
上
掲
書
、
二
一
〇
～
二
一
一
頁
。

マ
ル
ク
ス
、
　
「
経
済
学
批
判
ノ
ー
ト
」
マ
、
工
、
選
集
、
第
九
巻
下
、
三
四
〇
～
三
四
一
頁
。

マ
ル
ク
ス
、
　
「
直
接
的
生
産
過
程
の
諸
結
果
」
マ
、
工
、
選
集
、
第
九
巻
、
三
六
一
頁
。

マ
ル
ク
ス
、
　
「
資
本
論
」
第
七
巻
、
四
五
八
頁
。

プ
ル
ク
ス
「
経
済
学
批
判
ノ
ー
ト
」
、
上
掲
書
、
三
四
一
頁
。

Ｊ
・
ク
ル
ー
グ
マ
ソ
、
上
掲
書
（
訳
）
一
八
○
頁
。

エ
ソ
ゲ
ル
ス
、
上
掲
書
、
一
一
七
頁
。

同
右
、
一
一
〇
頁
。

レ
ｉ
ニ
ソ
、
上
掲
書
、
七
三
頁
。

エ
ソ
ゲ
ル
ス
、
上
掲
書
、
一
〇
八
頁
。

レ
ー
ニ
ソ
、
上
掲
書
、
七
三
頁
。

同
　
　
　
右
。

同
右
、
一
四
二
頁
。

レ
ー
ニ
ソ
「
帝
国
主
義
論
」
二
二
二
頁
。

レ
ー
ニ
ソ
「
国
家
と
革
命
」
一
四
二
頁
。

エ
ソ
ゲ
ル
ス
、
マ
、
ユ
、
選
集
、
第
十
三
巻
、
五
一
～
五
二
頁
。

峯
良
昌
８
打
卑
萎
｝
ヨ
；
Ｏ
具
量
９
卵
邑
髪
ぎ
量
二
）
撃
Ｏ
喜
毒
昇
Ｈ
轟
。
。
ら
』
Ｏ
。
。
・

二
二
四
　
（
八
五
四
）



卜

四
　
総

括

以
上
、
本
稿
に
お
い
て
主
張
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
は
、
次
の
諸
点
で
あ
る
。

一
、
英
国
公
共
企
業
体
は
、
国
家
資
本
の
経
営
管
理
機
構
合
理
化
形
態
と
し
て
、
英
国
労
働
党
の
実
践
的
産
物
で
あ
り
、
従
っ
て
、

　
そ
の
改
良
主
義
的
な
本
質
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

二
、
国
家
資
本
は
生
産
手
段
の
国
家
所
有
と
い
う
「
階
級
的
」
領
有
を
物
的
基
礎
と
し
、
剰
余
価
値
生
産
と
分
配
を
行
う
と
こ
ろ

　
の
、
資
本
制
的
に
特
殊
な
生
産
関
係
の
物
象
的
表
現
で
あ
る
こ
と
。

三
、
国
家
資
本
は
、
生
産
の
内
的
目
的
、
投
資
動
機
に
お
い
て
私
的
資
本
と
異
る
特
殊
な
側
面
が
あ
る
こ
と
。

四
、
国
家
資
本
の
運
動
は
、
資
本
主
義
の
客
観
的
経
済
法
則
の
作
用
に
対
し
抑
制
的
で
あ
り
得
る
が
、
し
か
も
結
局
に
お
い
て
そ

　
の
効
果
は
客
観
的
法
則
に
制
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

五
、
国
家
資
本
の
表
わ
す
生
産
関
係
の
特
殊
側
面
の
資
本
家
的
表
現
が
、
　
「
非
資
本
主
義
企
業
」
観
で
あ
り
、
「
低
廉
サ
ー
ピ
ス

　
の
供
給
」
に
よ
る
「
公
共
へ
の
奉
仕
」
で
あ
る
こ
と
。

六
、
国
家
資
本
経
営
管
理
機
構
の
合
理
化
形
態
と
し
て
成
立
し
た
公
共
企
業
体
は
、
そ
れ
自
体
、
一
個
別
資
本
と
し
て
運
動
し
つ

　
つ
右
の
剰
余
価
値
の
生
産
と
分
配
を
行
う
国
家
資
本
機
能
の
能
率
的
遂
行
の
為
の
機
構
の
合
理
化
に
他
な
ら
な
い
こ
と
。

七
、
そ
し
て
最
後
に
、
資
本
主
義
に
お
け
る
生
産
の
最
高
の
杜
会
化
で
あ
る
国
有
企
業
の
、
経
鴬
管
理
機
構
の
合
理
化
さ
れ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
カ
昌
ズ
ム

　
の
と
し
て
、
公
共
企
業
体
は
、
真
の
「
生
産
の
杜
会
的
運
営
の
機
構
」
の
最
高
の
準
傭
を
な
す
も
の
だ
と
云
う
こ
と
。

国
有
企
業
経
営
管
理
機
構
論
序
説
（
辻
）

一
三
五
　
（
八
五
五
）




